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★事務事業の概要（ＰＬＡＮ）

【事業の内容】

【業務の流れ】

【主な予算費目】

【意見や要望】

１　現状把握の部（ＤＯ、ＰＬＡＮ）
(1)事務事業の目的と指標

①手段(主な活動)

① 活動指標(事務事業の活動量を表す指標)

⇒
ア

イ

(単位)

②対象(誰、何を対象にしているのか) ＊人や自然資源等

③意図(この事業によって、対象をどう変えるのか)

(単位)

(単位)

ア

イ

ア

イ

⇒

⇒

②対象指標(対象の大きさを表す指標)

③成果指標(意図の達成度を表す指標)

(2)各指標･総事業費

の推移

ア

イ

ア

イ

ア

イ

① 活動指標

② 対象指標

③ 成果指標

単位
実績(決算) 実績(決算)目標(当初予算)実績(決算) 予定 見込目標(当初予算)

投

事
財

国庫支出金

都道府県支出金

地方債

その他

繰入金

一般財源

源
内

訳業

費 （Ａ）事業費計

(A)のうち指定経費

(A)のうち時間外､特勤

入

量

人

件
費

トータルコスト(A)＋(B)

正規職員従事人数

延べ業務時間

(B)人件費計

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

人

時間

総トータルコスト

ﾏﾆﾌｪｽﾄ
関連

全庁横断
課題関連

集中改革
ﾌﾟﾗﾝ関連

（開始年度　　　　　　年度）
（　　　　　～　　　　年度）

市志合

新規・拡充区分

予算の主な増減の理由

法令

見込

全体計画

27年度

4

17

50

33

33

0

0

1

40

148

181

28年度

4

15

54

15

15

0

0

2

60

0

15

29年度

6

20

50

31

31

0

0

2

130

517

548

29年度

4

15

0

14

14

0

0

2

40

158

172

30年度

6

20

50

24

24

0

0

2

130

517

541

31年度

6

20

50

29

29

0

0

2

130

517

546

32年度

6

20

50

29

29

0

0

2

130

517

546

33年度

6

20

50

29

29

0

0

2

130

517

546

(平成29年度実績と平成30年度計画) 平 成 3 1 年  3 月 1 1 日 更 新

合志市ふるさとサポーター事業

   1 自治の健康 総務部 大茂　竜二

   1 市民参画によるまちづくりの推進 企画課 井芹　和幸

   2 地域づくり(まちづくり)活動機会の確保 企画広報班 1254

合志市ふるさとサポーター設置要綱 ⑥
一般   2   1  13    11554 ⑨

単年度のみ 単年度繰返 22
29年度で終了 29年度から開始

期間限定複数年度

市外に在住する合志市出身者や合志市にゆかりのある人が本市のまちづくりへ参画する機会を拡充することを目的として、
平成22年11月に「合志市ふるさとサポーター設置要綱」を制定し事業を開始した。
　登録者へは市からの情報提供を行ない、登録者はサポーターとして市の広報や支援活動を行なう。平成28年1月末現在、1
5人が登録している。
　また、市の魅力を全国に広く宣伝し、イメージの高揚を図ることによって、文化、産業、観光等に資することを目的に、
平成27年7月には「合志市ふるさと大使設置要綱」11月には「こうし元気たい設置要綱」を制定し、それぞれ１名ずつ任命
した。
　登録者は市のPR、各種行事への協力等の活動を行ってもらうこととしている。

広報紙やホームページ等を利用して同制度の周知を図り、登録希望者を募集する。
　登録者へは市からの情報提供を行ない、登録者はサポーターとして市の広報や支援活動を行なう。

役務費

特になし

29年度実績(29年度に行った主な活動) (DO) 30年度計画(次年度に計画している主な活動)(PLAN)

・サポーターとして登録希望者を募集し、登録を行う。
・登録者への情報提供、まちづくりに関するサポーター活動を依頼した。
・サポーター活動に役立ててもらうため、合志市ＰＲ用名刺台紙で名刺を
作成し配付した。

・サポーターとして登録希望者を募集し、登録を行う。
・登録者への情報提供、まちづくりに関するサポーター活動を依頼
する。
・名刺を作成し交付する。

役務費（切手代）の減サポーター登録制度周知回数 回

・市外に在住する合志市出身者・関係者 サポーター登録者数 人

・合志市のまちづくりに関するサポートを行なってもらう。 名刺配付率 ％

＊③成果指標設定の理由と30年度目標値設定の根拠
・名刺の配付率を成果指標とすることで、まちづくり活動を行なっていることを測ることができると考えた。

～　　年度
0

回

人

％


